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●データで見る広島市の特徴  

【新築マンションの価格動向】  

2023 年に広島市で供給された新築マンション

の平均坪単価は 221.2 万円で、直近の最高

値となっている。2015 年～2023 年の価格上昇

率は＋16.2％と直近にかけて価格水準が大き

く上昇していることが確認できる。2023 年は供

給数が前年の 2 倍以上に回復し、中区や南

区で比較的高価格帯の物件が多く供給され

たことが影響し、一戸平均価格と平均坪単価

のいずれも直近の最高値を記録した。 

（ ※ 2024 年 の価 格 データは整 備 中 のため 

2023 年までのデータを掲載）  

【中古マンションの価格動向】  

2024 年に広島市で流通した中古マンション

（築 11 年～20 年）の平均坪単価は 146.6 万

円で、直近 10 年間では 2023 年の 149.1 万円

に次ぐ水準となった。坪単価の上昇率は 5 年

間で＋ 16.1％、10 年間では＋ 65.8％であり、

直近にかけて価格水準が大きく上昇している

ことが確認できる。高額化に拍車がかかる新

築マンションの受け皿として中古マンションの

人気が高まり、連れ高の様相を呈している。 

【広島市各区の特徴】  

中区  

中区は太田川から京橋川の間にあり、広島城

や原爆ドーム、広島県庁や流川町といった主

要な施設から歓楽街までが集中している。他

の地方中枢市と同様に、中心部に位置してい

ることから価格水準は市内で最も高い。また、

マンション価格は新築・中古ともに右肩上がり

で推移している。 

東区・南区  

東区・南区には広島駅の駅勢圏も入っており、南区では「シティタワー広島」、東区では「ザ・広島タワー」といっ

たタワーマンションが供給されている。また、現在も各行政区にて広島駅まで徒歩 5 分以内の立地に新築マンシ

ョンが開発中である。東区・南区ともに中古マンション坪単価は上昇トレンドで推移している。 
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●現地調査で見る広島市の特徴  

【広島駅周辺マンションの価格動向】  

2025 年 3 月に広島駅ビル「ミナモア」が開業し

た。南口の総合的開発は現在も進行中で、こ

れに加えて“駅裏”と呼ばれる東区の新幹線

口周辺、“駅西”と呼ばれる南区の大須賀町

周辺エリアでも再開発やマンション建築が活

況となっている。物件の分布は駅周辺を中心

に、中区では良質な住宅地である縮景園や上

幟町周辺、東区では二葉の里や光町エリアが

ある。南区では広島東洋カープのホームスタジ

アム周辺から広島大学病院のある段原エリア

の北側まで幅広く分布している。結果として、全ての築年帯において価格が急上昇しており、いずれもこの 10 年

で 45％以上も上昇している。築 10 年以内に至っては 10 年で価格水準が約 2.4 倍も押し上がっている。また、

縮景園前駅・本通駅・中電前駅といった商業的中心地に位置する広電停車駅の価格を比べても価格の伸び

が大きいことを確認できる。 

 

【各区の紹介】  

上図では 2022 年に築 5 年以内のグラフが降下しているが、これは 2016 年に竣工した駅前タワーマンションの

「シティタワー広島」や「グランクロスタワー広島」がともに築 5 年以内の対象から外れたことが理由である。次に、

良質な住宅地の上幟町やその南にある幟町にフォーカスを当てる。その由来は名前の通り幟を掲げるような武

家屋敷がこの辺りに多くあったことで、由緒正しき住宅地となっている。特に、京橋川を臨む上柳橋周辺は新旧

問わず多くのマンションが密集している。このエリアは広島駅や商業の中心地である八丁堀までも徒歩圏（約 10

～15 分）という好利便性が享受できる。東区の新幹線口付近で発展した二葉の里・光町のエリアは、地域の

方々から“駅裏”と呼ばれていて、実情としても人流の多くが駅南に流れており、大きなポテンシャルを持ってい

る。これまで広島テレビ社屋・各大型ホテルの建築に始まり、2025 年は県立病院（旧：JR 病院）が移転してきた。

今後、3 度延期されてきた広島高速 5 号線・二葉の里～温品間の開通が 2029 年に予定されている。この他、

住友不動産が手掛ける 34 階建てのタワーマンションを含む複合開発なども控えている。その東側の光町エリア

でも、1 年 1 物件ペースで新築マンションが供給されている。駅徒歩圏ながら元より商住混在地（用途地域で言

えば商業系地域）の雰囲気の場所であり、建物が林立している印象も受けるが落ち着いた立地という印象も受

ける場所だ。南区の球場付近は 2009 年の開場以降、JR 線路沿いの“カープロード”と猿猴川の間で多くのマン

ションが供給されてきた。猿猴川から南の段原エリアも駅徒歩圏で、特に広島大学病院の関係者からのニーズ

が高い。段原アドレスの方が高価格での供給がされているが、これは的場町にも同様のことが言える。段原山

崎の方が大学病院は近く、ここには地場業者が「コンツェルトパーク」シリーズの物件を多数供給している。 

 

【価格上昇要因の検証】  

広島駅が隆盛する理由について現地調査の所見と他の主要都市との比較から検証した所、都市内におけるタ

ーミナル駅の需要の高さ、要は広島駅を通る確率が高いことが影響していると考えられる。内需で言えば、名古

屋駅～博多駅の間であれば迷わず新幹線で広島駅に向かうし、国土交通省「旅客地域流動調査」では東京

からの移動でも新幹線と飛行機の利用割合が 6： 4 で新幹線の方が高く、多くの人が広島駅を使うようである。

広島駅は他都市と比べても大きな玄関口となっているということを示している。原爆ドームや宮島の厳島神社な

ど観光資源にも富む広島市において、広島駅周辺は今後ますます活況になるものと推察される。 


